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1．はじめに

前回は、「情報をわかりやすく伝えるに
は」というテーマで、認知心理学の研究
の知見を紹介しながら、人間の情報処理
についての特徴と効果的なコミュニケー
ションについての概論のようなことを書
きました。
理解するということは、外から入って

くる情報と人間がもっている記憶との相
互作用に他ならないのですから、理解す
る側にとって全く知らない内容について
は、いくら注意して聞いてもわからない
のは当然です。また、人間には、記憶の
容量（単位はチャンクで示す）というも
のがあって、それが短期記憶では7つ前後
であることも具体的に示しました。さら
に、技能に関する手続き的記憶と、知識
に関する宣言的記憶では、その記銘する
方法も記憶される場所も異なっているこ
とについても触れました。
今回の原稿では、写真やイラスト、漫

画やアニメ、視覚シンボルなどの視覚イ
メージの情報を効果的に用いて、コミュ
ニケーションの相手にわかりやすく情報
を提示するには、どのようなところに注
意をすればよいのかについて、話をすす
めてまいります。最近の用語を使用する
と、「ビジュアル・コミュニケーションを
活用した効果的なプレゼンテーション」
の話ということになります。

2．言語情報をイメージ情報に
変換する

表1と図1の3つのパネルを見てくださ
い。これらはいずれも、ある年にアメリ
カ合衆国で、18歳未満の子どもたち（乳
児を除く）に起こったケガの件数とその
発生場所を示す視覚イメージ情報になっ
ています。言語情報で記述すれば、「家庭
内でケガが発生した数は約1000万件、学
校では約300万件、道路では約200万件」
という内容を4つの異なる方法で視覚イメ

同志社大学文学部

教 授井上智義※

1954年　京都市に生れる。78年　京都大学教育学部
（教育心理学専攻）卒業、82年　大阪教育大学教育
学部助手、助教授を経て、現在は、同志社大学文学
部教授。80年　教育学修士（京都大学）、97年　教
育学博士（京都大学）、98年　在外研究、ビクトリ
ア大学客員教授。
専門分野は、教育工学／言語心理学／二言語教育な
ど、主な著書に、『視聴覚メディアと教育方法：認
知心理学とコンピュータ科学の応用実践のために』
『人間の情報処理における聴覚言語イメージの果た
す役割』ほか、共著、分担執筆など多数。

※井上智義（いのうえともよし）先生・略歴

17



ージの情報に変換したものといえます。
一言で「視覚イメージ情報」といって

も、このようにイラストもあれば、さま
ざまな形態の図表も含むことになります。
ここに示している4つの情報の形態は、そ
れぞれの伝えたい情報の重みづけが少し
ずつ異なっています。
たとえば、表では一年間のケガの総数

とその内訳が数字ではっきりと確認でき
ますが、グラフの方が、より直感に訴え
ることが可能ですので、多くの人にとっ
ては印象に残ることになります。また、
イラストは、細かな割合についてのデー
タの一部が削除されていますが、主要な
結果が一目で見て取れるというメリット
があるわけです。グラフの表現方法にも
いくつかの種類があることもわかってい
ただけたと思います。
このように、言語情報とイメージ情報

は、一対一に対応するものではなく、言
語情報にすると同じ内容のものであって
も、複数の視覚イメージ情報で表現する
ことが可能になります。言い換えれば、
どのような視覚イメージ情報が、どのよ
うな場合には適当で、他の形態の視覚イ
メージ情報より、どの点で優れているの
かについて、ある程度把握しておくこと
が必要だということになります。
言語情報をイメージ情報に変換すると、

前回の原稿でも触れたように、大脳の左
半球を中心にして抽象的な情報処理をす
るのではなく、空間的な認知や全体の関
係把握が得意な右半球も大きく処理に関
与してきます。ですから、具体的に直感
的に情報を自分のものとして理解するこ
とが可能になり、記憶にもより良く残る
結果になるのです。
もちろん、人間は、視覚イメージ情報

を他人から与えられなくっても、自分で
その具体像を頭の中で思い浮かべること
も可能です。たとえば、「小泉首相」と言
っただけで、その顔が写真のように鮮明
に頭の中に描ける人たちもおられるでし
ょう。しかし、これには個人差があり、
みんなにとって容易なこととは考えられ
ないのです。さらに言えば、一人ひとり
がイメージしているものは、厳密にはど
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家でのケガ
学校でのケガ
道路上でのケガ
その他の場所でのケガ
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件 数

表1 アメリカにおける事故によるケガの件数（1966）
ー1歳から17歳までー

図1 「事故によるケガの数」のデータを、3種類の視覚
イメージ情報により表現したもの
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れも同じである保証は
なく、一人ひとりの固
有の記憶に依存してい
ることになります。で
すから、当然のことな
がら、情報の送り手が、
最も適切な視覚イメー
ジ情報を準備できるの
なら、それが一番好ま
しいということになり
ます。

3．イメージ情報の抽象性

イメージ情報の中には、写真のように
実物をとらえた具体的なものから、象形
文字に近いシンボルのようなかなり抽象
度の高いものまで、さまざまなものが存
在します。図2は、「顕微鏡」を表現する
いろいろな視覚イメージ情報を示してい
ます。この図では、左へ行くほど具体的
なイメージが描かれ、右へ行くほど抽象
的なイメージが描かれています。
一番右側の概念関連グラフィックとよ

ばれるシンボルは、細部の記述を省略し、
シンプルな形で情報を提示しています。
ですから、いったん認識できるようにな
ると、単純な画像である概念を表現でき
てしまうので、かなり有効なシンボルに
なりえます。
ところが、初めて見るときにわかりに

くいほか、抽象的なものの理解が難しい
障害者などには、わかり難い視覚イメー
ジといえるかも知れません。逆に、その
点イラストや写真などの視覚イメージは、
細部の情報までより具体的に記述してい
るわけですから、具象性という次元にお
いては優れたものと考えられます。ただ、
特定の形の事物を示すには適していても、
形の異なる同じ概念の他の事物を表現す
る場合には、不向きである場合も多く、
そのような場合には、ある程度の抽象性
を保ったシンボルを用いたほうが好まし
いわけです。
抽象的なものはわかりにくくて、具体

的なものが視覚イメージとして優れてい
るとは、必ずしも言い切れないのです。
それに、細部の記述を省略したようなシ
ンプルなシンボルは、コンピュータ上の
アイコンとしても有効なものになります。
また、駅や空港などでの道案内としても、
すでに、さまざまな場所で活用されてい
ます。日本語表示だけでは理解できない
人たちにとっては、このようなシンボル
は不可欠なものとなっているのです。

4．視覚シンボルの
コミュニケーション

前述の道案内やトイレの表示で馴染み
のある視覚シンボルを、人間同士のパー
ソナル・コミュニケーションの場面でも
応用していこうという考え方が、先進国
を中心にして徐々に活発になってきてい
ます。
10年ほど前から、わが国でも音声言語

の使用がむずかしい人たちのために、視
覚シンボルを活用して、コミュニケーシ
ョンをしていこうとする動きが広まって
います。
このような方法は、ＡＡＣ（Augmentative

and Alternative Communication ）という
名で呼ばれ、音声言語以外のコミュニケ
ーション手段の研究が進められています。
そのような流れの中で、私も海外で作

成されたシンボルを日本の文化に合うよ
うに改良を加える作業に共同研究の形で
加わりました。また、ボードに貼り付け
られたシンボルを指差しながらコミュニ

図2 視覚イメージ情報の抽象性（Wileman, 1993）
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ケーションをとる方法のほかに、コンピ
ュータの画面上にシンボルを必要に応じ
て提示して、日本語と英語の音声も同時
に出力できるようなコンピュータ・ソフ
トの開発にも関わってきました。現在は、
ある企業との共同開発の形で、さらに中
国語の表示と音声出力が可能なソフトの
開発も進めています。
図3では、そのようなシンボルのひとつ

のシステム「日本版ＰＩＣ」とよばれるもの
をカテゴリー別に紹介しています。この
ようなシンボルを使用すれば、日本語の

理解が難しい人たちとのコミュニケーシ
ョンだけでなく、聴力の低下によって、
ことばが聞き取りにくくなった高齢者の
方ともスムーズに会話が進むことが予想
されます。ことばだけに頼りすぎずに、
視覚イメージ情報を上手く用いてコミュ
ニケーションをとりたいものです。
現在、日本では、財団法人日本規格協

会で「消費者用図記号標準化調査委員会」
なるものが設置されており、このような
シンボルのＪＩＳ化が検討されています。
順調に審議が進めば、近い将来、このよ
うな視覚シンボルが誰でも容易に使用で
きることになります。

5．おわりに

前回の「情報をわかりやすく伝えるに
は」と今回の「視覚イメージを効果的に
用いるには」の2回の連載で、プレゼンテ
ーションとビジュアル・コミュニケーシ
ョンの問題を解説してきました。
普段から私たちは、あまりにも言語に

依存した生活をしていますので、言語は
万能だと思い込みがちです。でも、視覚
イメージ情報を併用することで、情報が
よりわかりやすく相手に伝わり、人間味
のあるコミュニケーションが可能になり
ます。人間的なかかわりができるかどう
かは、なにも心だけの問題だけではない
のです。

参考文献

1) 井上智義（1999）『視聴覚メディアと教育
方法：認知心理学とコンピュータ科学の応用
実践のために』京都：北大路書房．
2) 藤澤和子（2001）『視覚シンボルでコミュ
ニケーション：日本版PIC活用編』東京：ブ
レーン出版．
3) 藤澤和子・井上智義・清水寛之・高橋雅
延（2001）『視覚シンボルによるコミュニケ
ーション：日本版PIC実践用具改訂版』東
京：ブレーン出版．
4) Wileman,R.E. (1993) Visual Communica-
ting.New Jersey: Educational Technology
Publications.

図3 日本版PICの視覚シンボル（藤澤他、2001より）
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